
11日科技連ニュース　No.96　2011年7月・8月合併号

　第92回品質管理シンポジウム（92QCS）を2011年6月2日(木)～ 4日(土)
の３日間，箱根ホテル小涌園にて開催しました。
　本シンポジウムは，年２回（6月,12月），品質に携わる産学の関係者
が集い，総合的な研究，討論，情報発信の場として開催しております。
今回は，震災の影響のある中，約130名の方にご参加いただきました。
　今回は，東京大学大学院特任教授の飯塚悦功先生が主担当組織委員
を務め，“ホンモノづくり”をキーワードに，５件の講演とグループ討議
を行いました。
　特別講演では，東京大学工学部長の北森武彦先生をお招きし，「科学
技術立国の将来に向けて今すべきこと」をテーマに，科学技術立国を
担う高度人材（博士）育成の現状と課題について，示唆に富むお話を
いただきました。そして，基調講演では，飯塚先生自らが“ホンモノづくり”についてテーマや討論の主旨について
話されました。
　続いて，３件の講演，並びに７グループに分かれての討論，総合討論を行いました。グループ討論では，ホンモ
ノの商品，技術，人材，行動原理を切り口に活発な議論が展開され，最終日の総合討論では，様々な質疑が交わさ
れました。

①基調講演
「ホンモノづくり経営－成熟経済社会における
顧客価値提供マネジメント－」
東京大学大学院　特任教授　飯塚悦功氏

②講演１
「ホンモノの企業・社会システムを共創するＩＢＭ」
日本アイ・ビー・エム㈱　執行役員　久世和資氏

③講演２
「Ｈｏｎｄａ二輪車における商品開発へのこだわり」
 ㈱本田技術研究所　企画室２ＢＬ
シニアマネージャー　向井正人氏

④講演３
「世界の人々に希望と喜びを
－義肢づくりにかける思い－」
中村ブレイス㈱　代表取締役社長　中村俊郎氏

　次回のシンポジウムは，2011年12月1日(木)～3日(土)に，中央大学教授の宮村鐵夫先生が主担当組織委員となり，「微
妙なバランスが要求される　変化とスピードの時代－ローカルに学び，グローバルに考えて行動－」をテーマに開
催する予定です。是非，ご参加くださるようお願いいたします。
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テーマ：「成熟経済社会の品質経営  ‒ホンモノづくり‒」

特別講演「科学技術立国の将来に向けて今すべきこと」
東京大学工学部長・大学院工学系研究科長
北森武彦氏

特別講演「科学技術立国の将来に向けて今すべきこと」
東京大学工学部長・大学院工学系研究科長
北森武彦氏

●毎回１名様が無料で参加でき，２名様以降特別価格で参加できます。
●発表報文集，報告資料が無料で入手できます。  ●一口・年額  182,700円
【お問合せ先】教育推進部 第一課　TEL：03-5378-1213　E-mail：tqmsemi@juse.or.jp
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